
「
武
庫
川
国
文
」
第
九
十
二
号
　
抜
刷

令
和
四
年
三
月
三
十
日
　
発
行

王
治
本
　明
治
三
十
九
年
　北
海
道
に
お
け
る
詩
作
と
交
流 

　
　―

小
樽
・
札
幌
・
室
蘭
・
函
館（
第
四
回
・
完
）

柴
　
田
　
清
　
継



　
　

㈥
札
幌　

そ
の
他

　

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
、
札
幌
で
の
王
治
本
と
現
地
文
人
と
の
交

流
の
跡
を
示
す
作
品
は
、十
一
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
六
日
に
か
け
て
の『
北

海
』
に
あ
と
十
数
篇
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
こ
の
㈥
で
取
り
上

げ
た
い
。
そ
の
大
半
は
間
も
な
く
札
幌
を
去
る
王
の
留
別
と
現
地
文
人
の
送
別

の
作
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
は
ま
た
別
の
作
品
を
ま
ず
見
て
お
こ
う
。

　

そ
れ
は
『
北
海
』
十
二
月
五
日
の
文
苑
掲
載
の
、王
治
本
の
「
蝦
字
詩
三
首
」

（
北
海
道
に
関
係
の
深
い
「
蝦
夷
」
に
ち
な
ん
で
「
蝦
」
の
字
を
韻
字
と
し
た
作
品
）
で
、

三
首
そ
れ
ぞ
れ
「
札
幌
游
中
」「
贈
理
堂
」「
自
慨
」
と
の
副
題
が
付
け
ら
れ
て

い
る
。
識
語
に
「
読
湘
香
吟
稿
有
疊
韻
蝦
字
詩
戯
歩
三
首
博
粲　

園
老
人
王
治

本
初
稾
」〔
湘
香
の
吟
稿
を
読
む
に
蝦
字
を
疊
韻
す
る
詩
有
り
。
戯
れ
に
歩
す
る
こ
と
三
首
。

（
下
略
）〕
と
あ
る
が
、
湘
香
の
原
作
は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

　
　

蝦
字
詩
三
首
１　
　

王

園　

　
　
　
　

札
幌
游
中

男
事
桑
麻
女
織
紗　
　

男
は
桑
麻
を
事
と
し　

女
は
紗
を
織
る

十
年
教
養
又
何
加　
　

十
年
の
教
養　

又　

何
を
か
加
え
ん

北
来
平
野
皆
環
海　
　

北
の
か
た
平
野
に
来
れ
ば　

皆　

海　

環
る

東
去
高
臺
有
燦
霞　
　

東
の
か
た
高
臺
に
去ゆ

け
ば　

燦
霞　

有
り

喜
得
三
山
堪
渉
覧　
　

喜さ
い

得わ
い

に
三
山
は　

渉
覧
す
る
に
堪
え
た
り

奚
須
四
簋
動
吁
嗟　
　

奚
ぞ
須
い
ん　

四
簋　

動
も
す
れ
ば
吁
嗟
す
る
を

煥
然
大
啓
文
明
象　
　

煥
然
と
し
て
大
い
に
啓
く　

文
明
の
象

革
尽
夷
風
旧
日
蝦　
　

革
め
尽
く
す　

夷
風　

旧
日
の
蝦

　
　
　
　

贈
理
堂

婆
娑
松
影
撲
窓
紗　
　

婆
娑
た
る
松
影　

窓
紗
を
撲
つ

詩
興
還
憑
酒
力
加　
　

詩
興　

還
お
酒
力
に
憑
り
て
加
わ
る

鑢
内
香
茶
煎
白
露　
　

鑢
内
の
香
茶
は
白
露
を
煎
じ

壺
中
仙
薬
錬
丹
霞　
　

壺
中
の
仙
薬
は
丹
霞
を
錬
る

解
臚
理
脳
無
疑
慮　
　

臚
を
解
き
脳
を
理
め
て　

疑
慮　

無
く

着
手
回
春
在
咄
嗟　
　

回
春
に
着
手
す
れ
ば　

咄
嗟
に
在
り

偶
爾
閒
従
郊
外
歩　
　

偶た
ま

爾さ
か　

閒
に
郊
外
を
歩
め
ば

豊
川
渚
上
学
撈
蝦　
　

豊
川
渚
上　

撈
蝦
を
学
ぶ

　
　
　
　

自
慨

昏
花
老
眼
罩
紅
紗　
　

昏
花
〔
霞
む
〕
せ
る
老
眼　

紅
紗
に
罩
わ
れ

王
治
本　

明
治
三
十
九
年　

北
海
道
に
お
け
る
詩
作
と
交
流　

―
小
樽
・
札
幌
・
室
蘭
・
函
館
（
第
四
回
・
完
）

柴

田

清

継
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両
鬢
年
来
白
更
加　
　

両
鬢　

年
来　

白　

更
に
加
わ
る

萬
里
游
踪
忘
歳
月　
　

萬
里
の
游
踪
に
歳
月
を
忘
る

半
生
痼
疾
是
煙
霞　
　

半
生
の
痼
疾
は
是
れ
煙
霞

琴
尊
入
座
誰
無
句　
　

琴
尊　

座
に
入
ら
ば　

誰
か　

句　

無
か
ら
ん

風
雨
懐
人
我
有
嗟　
　

風
雨
に
人
を
懐
い　

我　

嗟
く
有
り

閑
閲
酉
陽
供
笑
語　
　

閑
に
酉
陽
を
閲
み
て　

笑
語
に
供
す

痴
郎
偏
愛
帯
鬚
蝦　
　

痴
郎
〔
馬
鹿
な
私
〕
は
偏
に
愛
す　

鬚
を
帯
ぶ
る
蝦

　

第
一
首
第
二
句
は
『
左
伝
』
哀
公
元
年
に
見
え
る
言
葉
―
「
十
年
教
訓
」（
十

か
年
、
民
を
教
え
さ
と
す
）
を
用
い
、
第
一
句
と
合
わ
せ
て
、
道
民
が
心
を
一
つ

に
し
て
励
ん
で
き
た
北
海
道
開
拓
の
跡
を
振
り
返
っ
た
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
。

第
四
句
の
後
に
は
「
扶
桑
之
東
玄
海
上
有
集
真
島
島
上
有
臺
曰
燦
霞
」
と
の
自

注
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
唐
の
蘇
鶚
の
『
杜
陽
雑
編
』
巻
下
に
見
え
る
「
大
中
年

間
（
八
四
七
～
八
六
〇
）、
日
本
国
の
王
子
が
来
朝
し
、〈
我
が
国
の
東
三
萬
里
に

集
真
島
と
い
う
島
が
あ
り
、
そ
の
島
に
は
凝
霞
台
が
あ
る
〉
と
言
っ
た
」
と
い

う
故
事
と
似
て
お
り
、
作
者
は
こ
れ
を
典
故
と
し
て
使
お
う
と
し
な
が
ら
、
細

部
を
誤
っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
第
五
句
の
「
三
山
」
は
、『
史
記
』
封
禅

書
の
記
載
に
淵
源
す
る
渤
海
中
の
三
神
山
の
こ
と
で
、
そ
の
後
の
伝
説
の
転
変

拡
大
に
よ
り
日
本
（
列
島
全
体
）
を
指
す
の
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言

葉
で
あ
る
。
第
六
句
は
『
詩
経
』
秦
風
「
権
輿
」
の
後
半
―
「
於
我
乎
、
毎
食

四
簋
、
今
也
毎
食
不
飽
。
于
嗟
乎
…
」
を
典
故
と
し
て
用
い
、
句
全
体
と
し
て

は
、
毎
食
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
首
の
第
五
句
は
、
人
の
頭
蓋
骨
を
切
開
し
て
脳
を
治
療
し
た
前
漢
初
期

の
医
者
、
淳
于
意
の
こ
と
（『
抱
朴
子
』
至
理
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

こ
れ
と
同
題
の
小
川
黙
淵
の
作
品
三
首
が
翌
六
日
の
『
北
海
』
文
苑
に
載
っ

て
お
り
、
そ
の
韻
字
も
王
の
作
品
と
全
部
一
致
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一

首
に
「
次
理
堂
詞
宗
韻
」
と
の
副
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
奇
異
の
感
を

抱
か
せ
る
。
た
だ
、
第
一
首
の
識
語
に
「
丙
午
中
秋
理
堂
詞
宗
大
会
同
人
於
其

第
得
月
□
２
張
観
月
燕
然
是
夜
無
月
」
云
々
〔
丙
午
中
秋
理
堂
詞
宗　

大
い
に
同
人

を
其
の
第
得
月
□
に
会
し
、
観
月
燕
を
張
る
。
然
れ
ど
も
是
の
夜
は
月
無
し
。〕
と
あ
る

こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
中
秋
の
日
（
陽
暦
十
月
十
二
日
）
の
理
堂
宅
で
の
集
ま

り
で
理
堂
が
ま
ず
湘
香
の
蝦
字
詩
に
次
韻
す
る
詩
を
詠
み
、
こ
れ
に
黙
淵
が
次

韻
し
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

こ
の
中
秋
の
時
点
で
は
王
は
ま
だ
来
幌
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
黙
淵
は
後
日
ま

た
畳
韻
し
て
三
首
一
セ
ッ
ト
の
作
品
に
仕
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
畳
韻
の

第
一
首
が
、
識
語
に
「
天
長
節
後
一
日
理
堂
詞
宗
招
清
国
儒
士
王
漆
園
開
詩
莚

予
亦
陪
焉
」〔
天
長
節
後
一
日
理
堂
詞
宗　

清
国
儒
士
王
漆
園
を
招
き
、
詩
莚
を
開
く
。

予
も
亦
陪
す
。〕
と
あ
る
通
り
、
天
長
節
の
翌
日
（
十
一
月
四
日
）
の
理
堂
宅
で
の

王
治
本
招
待
の
詩
筵
に
お
け
る
作
品
だ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
３
。　

　

蝦
字
詩
三
首
（
其
二
）　　
　
　

小
川
黙
淵

晩
来
風
雪
撲
牕
紗　
　

晩
来　

風
雪　

牕
紗
を
撲
つ

須
是
鑪
頭
黙
炭
加　
　

須
く
是
れ
鑪
頭
に　

黙
炭　

加
う
べ
し

鐙
下
伝
箋
開
白
戦　
　

鐙
下　

箋
を
伝
え
て　

白
戦
を
開
き

壁
間
貼
画
漲
紅
霞　
　

壁
間　

画
を
貼
り
て　

紅
霞　

漲
る

連
宵
酔
興
多
豪
健　
　

連
宵
の
酔
興　

豪
健　

多
く

満
座
墨
痕
堪
羨
嗟　
　

満
座
の
墨
痕　

羨
嗟
す
る
に
堪
え
た
り

痛
飲
淋
漓
澆
磊
磈　
　

痛
飲　

淋
漓　

磊
磈
を
澆
ぎ

高
歌
乗
興
舞
撈
蝦　
　

高
歌
し　

興
に
乗
じ
て　

撈
蝦
を
舞
わ
ん
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「
黙
炭
」
は
「
獣
炭
」（
広
く
炭
ま
た
は
炭
火
の
こ
と
）
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

末
句
の
「
撈
蝦
」
は
、
黙
淵
の
郷
里
出
雲
の
ド
ジ
ョ
ウ
掬
い
な
ら
ぬ
、
エ
ビ
掬

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
王
治
本
の
留
別
と
現
地
文
人
の
送
別
の
作
、
計
十
数
篇
を
見
て
い
き

た
い
が
、
そ
の
う
ち
の
一
篇
を
除
き
、
詠
作
の
日
に
ち
が
不
明
で
、
詠
作
の
順

序
も
定
か
で
は
な
い
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
王
治
本
が
札
幌
を
去
る
十
一

月
十
六
日
よ
り
前
に
詠
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
彼
が
こ
の
日
に
札

幌
を
離
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
日
の
う
ち
に
室
蘭
に
着
い
た
彼
が
理
堂
に

送
っ
た
書
信
の
日
付
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ま

た
後
で
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

と
り
あ
え
ず
最
も
掲
載
日
の
早
い
、
十
一
月
二
十
九
日
掲
載
の
湘
香
の
作
か

ら
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　

送
食
硯
斎
王
先
生　
　

新
居　

湘
香

乗
桴
食
硯
学
坡
仙　
　

桴
に
乗
り　

硯
を
食
ら
い
て　

坡
仙
〔
蘇
東
坡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
〕
に
学
び

遊
遍
扶
桑
三
十
年　
　

扶
桑
に
遊
あ
ま
ね
く

遍あ
そ

ぶ
こ
と　

三
十
年

筆
落
鐘
王
皆
鳳
翥　
　

筆　

落
つ
れ
ば　

鐘
王
〔
書
家
の
鍾
繇
と
王
羲
之
か
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆　

鳳
の
ご
と
翥
と
び
あ
が

り

詩
成
鮑
謝
尽
珠
聯　
　

詩　

成
れ
ば　

鮑
謝
４　

尽
く
珠　

聯
な
る

行
雲
流
水
元
無
意
５　

 

行
雲
流
水　

元　

無
意

楓
葉
蘆
花
別
有
天　
　

楓
葉
蘆
花　

別
に
天　

有
り

翰
墨
場
中
忘
老
至　
　

翰
墨
場
中　

老
い
の
至
ら
ん
こ
と
を
忘
る

貽
謀
未
必
買
良
田　
　

貽
謀
〔
子
孫
に
対
す
る
父
祖
の
教
え
〕　

未
だ
必
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
良
田
を
買
わ
ず

到
処
優
游
詩
酒
仙　
　

到
る
処　

優
游
す　

詩
酒
の
仙

蓬
萊
島
裏
可
延
年　
　

蓬
萊
島
裏　

年
を
延
ば
す
可
し

捜
膓
自
愧
無
佳
句　
　

膓
を
捜
し
て　

自
ら
愧
ず　

佳
句　

無
き
を

叉
手
尤
驚
有
好
聯　
　

手
を
叉く

む
や　

尤
も
驚
く　

好
聯　

有
る
に

淡
雪
初
氷
落
木
節　
　

淡
雪　

初
氷　

落
木
の
節

残
香
賸
馥
寒
花
天　
　

残
香　

賸
馥　

寒
花
の
天

簪
纓
抛
去
揮
椽
筆　
　

簪
纓　

抛
ち
去
り
て　

椽
筆
を
揮
う

須
識
秋
成
在
硯
田　
　

須
く
識
る
べ
し　

秋
成
〔
秋
の
実
り
〕
は
硯
田
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
る
を

　

こ
の
作
品
を
王
治
本
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

二
首
、
咳
唾
成
珠
玉
、
揮
灑
落
烟
雲
、
造
句
措
辞
、
悉
皆
成
為
妙
諦
。

非
老
手
不
辨
。
前
首
佳
句
、
実
獲
我
心
、
後
首
結
句
、
悉
是
実
況
。
敬

服
々
々
。
客
日
再
当
答
和
。〔
二
首
は
、
咳
唾　

珠
玉
と
成
り
、
揮
灑
し
て

烟
雲
に
落
ち
、
造
句
措
辞
、
悉
皆
妙
諦
と
成な為
る
。
老
手
に
非
ず
ん
ば
辨
ぜ
ず
。

前
首
の
佳
句
は
、
実
に
我
が
心
を
獲
、
後
首
の
結
句
は
、
悉
く
是
れ
実
況
な
り
。

敬
服
々
々
。
客
日
再
び
当
に
答
和
す
べ
し
。〕

　

こ
の
評
語
の
末
尾
に
は
「
丙
午
秋
九　

王
治
本
拝
読
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
の
陰
暦
九
月
は
、
陽
暦
で
は
十
一
月
五
日
ま
で
と
な
る
。
王
が
厳
密
な

日
付
意
識
の
も
と
に
記
し
た
と
す
れ
ば
、
詠
作
の
日
に
ち
を
絞
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。

　

次
は
十
一
月
三
十
日
掲
載
の
王
治
本
の
「
留
別
」
で
あ
る
。
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留
別
６　

    

園　

王
治
本

相
逢
多
勝
友　
　

相
逢
え
ば　

勝
友
〔
非
常
に
優
れ
た
友
〕　

多
く

詩
酒
迭
開
筵　
　

詩
酒　

迭
わ
る
が
わ
る
筵
を
開
く

海
国
留
佳
話　
　

海
国　

佳
話
を
留
め

天
涯
締
夙
縁　
　

天
涯　

夙
縁
を
締
ぶ

衰
年
偏
畏
冷　
　

衰
年　

偏
に
冷さ
む

き
を
畏
れ

久
客
欲
思
旋　
　

久
客
〔
久
し
く
旅
に
あ
る
人
〕　

旋か
え

ら
ん
こ
と
を
思
わ
ん

　
　
　
　
　
　
　

と
欲
す

臨
別
情
難
遣　
　

別
れ
に
臨
ん
で　

情　

遣
り
難
く

孤
燈
亦
自
憐　
　

孤
燈
も
亦　

自
ら
憐
む

　
半
月
覊
踪
住　
　

半
月　

覊
踪　

住と
ど

ま
り

生
涯
託
硯
田　
　

生
涯　

硯
田
に
託
す

人
皆
憐
過
客　
　

人
皆　

過
客
を
憐
め
ど
も

我
漫
学
游
僊　
　

我
は
漫い
さ
さ

か
游
僊
に
学
ぶ

地
擅
魚
塩
富　
　

地
は
魚
塩
の
富
を
擅
に
し

天
開
雲
月
妍　
　

天
は
雲
月
の
妍
し
き
を
開
く

携
将
琴
剣
去　
　

琴
剣
を
携
え
て
去
り

一
棹
到
長
川　
　

一
棹　

長
川
に
到
ら
ん

　

こ
の
作
品
は
、
上
掲
の
湘
香
の
作
品
と
同
韻
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
偶
然
な
の

か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
る
の
か
、
そ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
に
対
し
て
は
次
韻
の
作
が
三
篇
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
順
に
見

て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
は
十
二
月
一
日
掲
載
の
陳
樹
棠
の
作
で
あ
る
。

第
二
首
の
み
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　

送
王
先
生　
　
　
　

吟
秋　

陳
樹
棠

相
逢
俄
作
別　
　

相
逢
う
や　

俄
に
別
れ
を
作
す

苦
口
説
帰
田　
　

口
を
苦
く
し
て　

田
に
帰
れ
と
説
く

卅
載
風
塵
客　
　

卅
載　

風
塵
の
客

半
生
詩
酒
仙　
　

半
生　

詩
酒
の
仙

寒
蟾
千
里
朗　
　

寒
蟾　

千
里　

朗あ
き

ら
か
に

白
雲
一
天
妍　
　

白
雲　

一
天　

妍
し

遊
歴
吾
儕
事　
　

遊
歴
は
吾
が
儕
の
事

悠
然
歎
逝
川　
　

悠
然
と
し
て
逝
川
〔
過
ぎ
行
く
時
間
〕
を
歎
く

　

次
韻
の
二
つ
目
は
十
二
月
二
日
掲
載
の
理
堂
の
作
で
あ
る
。

　
　

次
王
漆
園
留
別
韻
送
其
帰
二
首
７
（
C
）　

一
自
遊
蹤
駐　
　

一
た
び
遊
蹤　

駐
ま
り
し
よ
り

動
来
翰
墨
莚　
　

動
も
す
れ
ば
来
る　

翰
墨
の
莚

同
文
催
会
合　
　

同
文　

会
合
を
催
し

異
境
証
因
縁　
　

異
境　

因
縁
を
証
す

未
及
舒
懐
坐　
　

未
だ
懐
い
を
舒
べ
て
坐
す
る
に
及
ば
ざ
る
に

巳マ
マ

聞
回
踵
旋　
　

巳す
で

に
聞
く　

踵
を
回
ら
し
て
旋
る
と

謝
君
刪
我
句　
　

謝
す　

君　

我
が
句
を
刪
り

転
看
点
頤
憐　
　

転
じ
看
て　

頤
を
点
じ
て
憐い

つ
く

し
む
を
８

楽
矣
哉
夫
子　
　

楽
し
き
か
な　

夫
子

終
生
寄
硯
田　
　

終
生　

硯
田
に
寄
る

筆
鋒
追
逸
少　
　

筆
鋒
は
逸
少
〔
王
羲
之
の
こ
と
〕
を
追
い
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詩
格
逼
坡
僊　
　

詩
格
は
坡
僊
に
逼
る

別
日
風
光
惨　
　

別
る
る
日　

風
光　

惨
た
り

逢
時
月
色
妍　
　

逢
い
し
時　

月
色　

妍
し
か
り
き

加
餐
不
多
語　
　

加
餐
せ
よ　

多
く
は
語
ら
じ

初
雪
満
山
川　
　

初
雪　

山
川
に
満
つ

　

次
韻
の
三
つ
目
は
十
二
月
三
日
掲
載
の
湘
香
の
作
二
首
で
あ
る
。
第
一
首
だ

け
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　

獺
祭
魚
書
屋
送
王
漆
園
先
生
次
其
留
別
韻　
　

湘
香　

新
敦

肴
核
多
珍
味　
　

肴
核　

珍
味　

多
し

幾
回
陪
几
筵　
　

幾
回
か
几
筵
に
陪
す
る

詩
雖
無
進
境　
　

詩
は
進
境　

無
し
と
雖
も

酒
得
結
良
縁　
　

酒
は
良
縁
を
結
ぶ
を
得
た
り

雲
水
思
悠
遠　
　

雲
水　

悠
遠
を
思
い

兎
烏
歎
転
旋　
　

兎
烏
〔
時
間
の
比
喩
〕　

転
旋
〔
束
の
間
〕
を
歎
く

酔
毫
存
故
態　
　

酔
毫
〔
酔
後
に
作
っ
た
詩
や
絵
〕
も　

故
態
〔
平
素
の
様
子
〕

　
　
　
　
　
　
　

存
す

蛇
蚓
有
誰
憐　
　

蛇
蚓
〔
拙
い
字
の
比
喩
〕　

誰
の
憐
む
か　

有
ら
ん

　

こ
の
湘
香
の
作
の
題
に
よ
り
、
以
上
四
篇
が
理
堂
の
獺
祭
魚
書
屋
の
席
上
で

日
を
同
じ
く
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
前
の
㈤
で
取

り
上
げ
た
「
獺
祭
魚
書
屋
雅
集
」
に
お
け
る
唱
酬
の
一
コ
マ
だ
っ
た
可
能
性
も

あ
る
が
、
裏
付
け
に
な
る
も
の
は
な
い
。

　

再
び
掲
載
の
順
に
沿
う
こ
と
に
す
る
と
、
次
は
十
二
月
二
日
の
王
治
本
の
作

で
あ
る
。

　
　

理
堂
招
飲
賦
贈
主
人
併
似
湘
香
詞
伯　
　

王
漆
園
（
A
）

承
君
情
款
曲　
　

君
が
情
の
款
曲
な
る
を
承
け

欲
去
復
停
留　
　

去
ら
ん
と
欲
し
て　

復
た
停
留
す

霽
雪
寒
猶
積　
　

雪　

霽
る
る
も　

寒
く
し
て
猶
お
積
も
り

残
雲
湿
不
流　
　

雲　

残ざ
ん

し　

湿
り
て
流
れ
ず

一
尊
添
酔
興　
　

一
尊　

酔
興　

添く
わ

わ
り

三
畳
発
清
謳　
　

三
畳　

清
謳　

発
す

省
識
孤
鴻
意　
　

省
識
せ
よ　

孤
鴻
の
意

啣
蘆
過
野
洲
９　
　
蘆
を
啣
ん
で
野
洲
を
過
ぐ
る
を

　

詩
句
の
後
に
「
樵
谷
画
史
□
我
画
蘆
雁
図
」
と
の
自
注
が
あ
る
。
判
読
し
が

た
い
字
は
あ
る
が
、
樵
谷
画
史
が
私
の
た
め
に
「
蘆
雁
図
」
を
描
い
て
く
れ
た

と
い
う
意
味
に
違
い
あ
る
ま
い
。

　

こ
れ
に
次
韻
し
た
も
の
が
二
篇
あ
り
、
一
つ
は
こ
れ
の
す
ぐ
後
に
載
る
理
堂

の
作
で
あ
る
。

　
　

次
漆
園
所
贈
韻
却
寄　
　

関
場　

理
堂
  10

（
B
）

悵
然
何
忍
別　
　

悵
然
た
り　

何
ぞ
別
る
る
に
忍
び
ん

執
袖
勧
淹
留　
　

袖
を
執
り
て　

淹
留
せ
ん
こ
と
を
勧
む

頼
喜
琴
尊
満　
　

頼
い
に
喜
ぶ　

琴
尊　

満
つ
る
を

休
嘆
歳
月
流　
　

嘆
く
休
か
れ　

歳
月　

流
る
る
を

客
心
存
筆
墨　
　

客
心　

筆
墨
に
存
し

情
緒
発
歌
謳　
　

情
緒　

歌
謳
に
発
す
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雪
霽
推
窓
戸　
　

雪　

霽
れ
て　

窓
戸
を
推
せ
ば

雁
過
蘆
荻
洲　
　

雁
は
過
ぐ　

蘆
荻
洲

　

も
う
一
つ
は
十
二
月
三
日
掲
載
の
湘
香
の
作
で
あ
る
。

　
　

席
上
次
韻　
　
　
　

湘
香　

新
敦

輞
川
雖
忽
去　
　

輞
川
〔
王
維
の
こ
と
〕
は
忽
ち
去
る
と
雖
も

妙
墨
百
千
留　
　

妙
墨　

百
千　

留
む

逸
気
瞻
山
峙　
　

逸
気　

山
の
峙
つ
を
瞻

清
音
聴
水
流　
　

清
音　

水
の
流
る
る
を
聴
く

生
涯
甘
淡
泊　
　

生
涯　

淡
泊
に
甘
ん
ず
る
も

風
物
入
歌
謳　
　

風
物　

歌
謳
に
入
る

却
想
京
華
夢　
　

却
っ
て
京
華
の
夢
を
想
わ
ん
も

応
回
氷
雪
州　
　

応
に
氷
雪
州
に
回か
え

る
べ
し

墨
陣
忘
栄
辱　
　

墨
陣　

栄
辱
を
忘
れ

仙
蹤
任
去
留　
　

仙
蹤　

去
留
に
任
す

菊
枝
如
我
痩　
　

菊
枝
は
我
の
如
く
痩
せ
た
り

蠟
涙
為
誰
流　
　

蠟
涙
は
誰
が
為
に
か
流
れ
ん

共
執
紅
螺
飲　
　

共
に
紅
螺
〔
あ
か
に
し
で
作
っ
た
杯
〕
を
執
り
て
飲
み

快
耹
白
雪
謳　
　

快
く
白
雪
を
耹き

き
て
謳
う

相
逢
忽
相
送　
　

相
逢
う
や　

忽
ち
相
送
る

匹
馬
向
蘭
州　
　

匹
馬　

蘭
州
に
向
か
う

　

王
治
本
の
こ
の
後
の
行
程
を
勘
案
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
第
二
首
末
句
の
「
蘭

州
」
は
室
蘭
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
湘
香
の
作
に
対
し
、
王
治

本
の
「
雅
韻
悠
揚
、
深
情
貫
注
。
語
無
泛
設
、
筆
有
餘
妍
。
洵
是
斲
輪
妙
手
弟

王
治
本
拝
読
」〔
雅
韻　

悠
揚
と
し
て
、深
情　

貫
注
す
。
語
に
泛
設
無
く
、筆
に
餘
妍
有
り
。

洵
に
是
れ
斲
輪
の
妙
手
な
り
。（
下
略
）〕
と
の
評
が
あ
る
。

　

以
上
三
篇
も
、
前
の
四
篇
と
詠
作
の
時
と
所
が
同
じ
か
否
か
は
不
明
な
が

ら
、同
じ
く
理
堂
招
飲
の
席
上
の
一
連
の
作
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、

十
二
月
二
日
の
『
北
海
』
文
苑
に
は
A
～
C
の
記
号
を
付
け
た
三
篇
と
、
そ
の

後
に
理
堂
の
「
十
一
月
十
五
日
夜
王
漆
園
来
過
酒
間
画
石
樵
谷
補
竹
余
即
題
詩

一
篇
〔
十
一
月
十
五
日
夜
王
漆
園
来
過
し
、
酒
間　

石
を
画
き
、
樵
谷　

竹
を
補
う
。
余　

即
ち
詩
一
篇
を
題
す
。〕」（
D
）
と
題
す
る
一
篇
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
配
列
の
仕
方
は
A
～
C
の
三
篇
は
十
一
月
十
五
日
と
は
ま
た
別
の
日
の
作

品
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
十
一
月
十
五

日
が
王
治
本
の
札
幌
宿
泊
の
最
終
日
だ
っ
た
こ
と
を
加
味
し
て
考
え
て
み
る

と
、
こ
の
三
篇
は
十
一
月
十
五
日
よ
り
前
の
日
の
作
品
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
D
の
作
を
取
り
上
げ
る
が
、
旅
立
ち
の
前
夜
ま
で
こ
の
老
詩
人
は
詩
酒

の
宴
を
楽
し
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　

十
一
月
十
五
日
夜
王
漆
園
来
過
酒
間
画
石
樵
谷
補
竹
余
即
題
詩
一
篇
  11

関
場
理
堂

一
夜
微
雪
打
書
窓　
　

一
夜　

微
雪　

書
窓
を
打
つ

忽
開
離
莚
剔
銀
釭　
　

忽
ち
離
莚
を
開
き　

銀
釭
〔
銀
白
色
の
燭
台
〕
を
剔
る

興
酣
侍
童
磨
墨
進　
　

興　

酣
に
し
て　

侍
童　

墨
を
磨
り
て
進
む

不
恨
我
無
筆
如
杠　
　

恨
ま
じ　

我　

筆
の
杠
の
如
き
無
き
を

漆
園
搦
管
画
巨
石　
　

漆
園　

管
を
搦と

り
て　

巨
石
を
画
く
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太
湖
一
片
色
深
碧　
　

太
湖
〔
太
湖
石
の
こ
と
〕　

一
片　

色　

深
碧
た
り

華
亭
双
鶴
去
何
辺　
　

華
亭
の
双
鶴　

何
れ
の
辺
に
か
去
る

丹
成
于
今
留
鹿
迹　
　

丹　

今
に
成
り　

鹿
迹
に
留
ま
る

樵
谷
補
之
竹
数
竿　
　

樵
谷　

之
に
補
う　

竹　

数
竿

煙
梢
碧
幹
傲
歳
寒　
　

煙
梢　

碧
幹　

歳
寒
に
傲
る

嫩
葉
帯
露
影
参
差　
　

嫩
葉　

露
を
帯
び　

影　

参
差

頑
石
呼
雲
怒
猊
蟠　
　

頑
石　

雲
を
呼
び　

怒
猊 　

蟠
る

諸
君
才
華
真
嬌
縦　
　

諸
君
の
才
華　

真
に
嬌
縦
な
り

吾
亦
淋
漓
対
春
甕　
　

吾
も
亦　

淋
漓
と
し
て　

春
甕
〔
酒
が
め
〕
に
対
す

題
句
欲
寄
長
相
思　
　

句
を
題
し　

長
相
思
を
寄
せ
ん
と
欲
す
れ
ば

有
此
竹
石
入
幽
夢　
　

此
の
竹
石
の
幽
夢
に
入
る
有
り

　

次
に
十
二
月
三
日
掲
載
の
、
北
辰
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
王
治
本
の
贈
詩

を
挙
げ
よ
う
。

　
　
　
　

丙
午
秋
九
遊
次
幌
城
賦
贈
北
辰
病
院
諸
員

　
　
　
　

贈
大
久
保
脩
一
先
生　
　

王

園

出
蛇
走
獺
妙
通
神　
　

蛇
を
出
だ
し　

獺
を
走
ら
せ
て　

妙　

神
に
通
じ

療
却
人
間
百
病
身　
　

療
却
す　

人
間　

百
病
身

携
得
青
囊
来
海
上　
　

青
囊
〔
医
者
が
医
書
を
入
れ
て
お
く
布
袋
〕
を
携
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
上
に
来
ら
ば

満
園
紅
杏
有
恒
春　
　

満
園
の
紅
杏　

恒
春　

有
ら
ん

　
　
　
　

贈
杉
山
君

肱
経
三
折
号
良
医　
　

肱　

三
折
を
経
て　

良
医
と
号
す

方
学
千
金
自
出
奇　
　

方よ
う
や

く
千
金
〔
千
金
方
〕
を
学
び
て　

自
ら
奇
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
す

能
察
陰
陽
調
六
脈　
　

能
く
陰
陽
を
察
て
六
脈
を
調
う

応
知
郭
玉
是
君
師　
　

応
に
知
る
べ
し　

郭
玉
〔
後
漢
の
医
者
〕　

是
れ
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
師
な
る
を

　
　
　
　

贈
妙
子
女
史

繊
繊
妙
手
善
回
春　
　

繊
繊
た
る
妙
手　

善
く
回
春
せ
し
め

錬
就
金
丹
能
活
人　
　

金
丹
を
錬
り
就
し
て　

能
く
人
を
活
か
す

料
識
生
来
非
俗
骨　
　

料
識
す　

生
来　

俗
骨
に
非
ず

蟾
宮
窃
薬
是
前
身　
　

蟾
宮
に
薬
を
窃
み
た
る　

是
れ
前
身
な
ら
ん
を

　

第
一
首
の
贈
詩
の
相
手
―
大
久
保
脩
一
は
、『
自
大
正
七
年
至
大
正
八
年　

東
北
帝
国
大
学
理
科
大
学
医
科
大
学
一
覧
』
に
明
治
三
十
五
年
の
第
二
高
等
学

校
医
学
部
卒
業
生
と
し
て
そ
の
名
の
見
え
る
、
新
潟
出
身
の
大
久
保
修
一
  13

で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
医
学
部
卒
業
後
間
も
な
い
若
手
の
医
者

だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
起
句
の
「
出
蛇
」
は
、
河
内
太
守
劉
勲
の
娘
の
左
膝
の

出
来
物
の
治
療
の
た
め
呼
ば
れ
た
華
佗
が
、
縄
で
犬
に
馬
を
つ
な
い
で
引
っ
張

ら
せ
、
犬
が
疲
れ
て
動
け
な
く
な
っ
た
後
、
犬
の
ち
ぎ
れ
た
腸
を
取
り
出
し

て
、
娘
の
患
部
に
塗
っ
た
と
こ
ろ
、
三
尺
の
長
さ
の
蛇
の
よ
う
な
物
が
出
て
き

た
と
い
う
、『
三
国
志
』
方
技
伝
の
裴
松
之
注
に
引
く
『
華
佗
別
伝
』
に
見
え

る
話
に
基
づ
く
。「
走
獺
」
は
、
宋
の
元
嘉
年
間
、
広
陵
廟
の
門
下
に
宿
っ
た

夜
、
婿
に
化
け
て
現
れ
た
何
物
か
に
魅
惑
さ
れ
て
病
ん
だ
張
方
の
娘
に
、
鍼
石
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に
練
達
し
た
王
纂
が
一
鍼
を
下
し
た
と
こ
ろ
、
娘
の
布
団
か
ら
一
匹
の
獺
が
出

て
き
た
と
い
う
、『
初
学
記
』
巻
二
十
に
引
く
『
異
苑
』
に
見
え
る
話
に
基
づ
く
。

転
句
の
「
海
上
」
は
上
海
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
、
王
治
本

が
帰
省
の
際
、
連
れ
て
帰
り
た
い
と
思
う
ほ
ど
、
大
久
保
の
医
療
技
術
に
ほ
れ

込
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
王
治
本
の
十
一
月
十
九

日
付
の
室
蘭
か
ら
の
理
堂
宛
て
の
書
信
（
関
場
理
堂
資
料
書
信
19
）、
及
び
同
月

三
十
日
の
函
館
か
ら
の
理
堂
宛
て
の
書
信
（
同
25
）
に
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

彼
は
そ
の
頃
「
尻
上
之
恙
」（
臀
部
の
出
来
物
か
）
を
患
っ
て
お
り
、
北
辰
病
院

で
治
療
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
二
首
の
起
句
に
は
『
左
伝
』
定
公
十
三
年
に
見
え
る
言
葉
―
「
三
折
肱
知

為
良
医
」（
自
分
の
肱
を
三
度
折
っ
て
み
な
け
れ
ば
良
医
に
な
れ
な
い
）
が
典
故
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

第
三
首
結
句
に
言
う
「
月
の
宮
殿
で
薬
を
盗
ん
だ
者
」
と
は
、嫦
娥
だ
ろ
う
。

夫
の
后
羿
が
西
王
母
か
ら
も
ら
っ
た
不
死
の
薬
を
盗
ん
で
飲
み
、
月
に
逃
げ
て

蟾
蜍
に
な
っ
た
故
事
（『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
）
に
基
づ
く
こ
と
、言
う
ま
で
も
な
い
。

　

以
上
三
首
の
次
に
「
贈
留
子
女
史
」
と
題
す
る
作
が
あ
り
、
こ
れ
も
一
連
の

作
の
一
つ
に
違
い
な
い
が
、
省
略
す
る
。

　

王
の
札
幌
滞
在
中
の
作
品
と
し
て
は
、
ま
た
、
関
場
理
堂
資
料
８
に
「
旅
牕

即
事
」
と
題
す
る
作
品
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
省
略
し
た
い
。

　
　

室
蘭

　

王
治
本
の
室
蘭
行
き
は
、
当
初
十
一
月
十
二
日
ご
ろ
が
予
定
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
  14

が
、
実
際
に
は
十
六
日
ま
で
延
び
た
。
こ
こ
で
、
室
蘭
に
着
い
た
彼
が

理
堂
に
送
っ
た
書
信
（
関
場
理
堂
資
料
書
信
3
）
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

今
晨
辱
承
駕
送
、
感
謝
之
至
。
弟
於
午
後
三
時
已
抵
室
蘭
、
当
即
持
函
往

訪
。
介
書
諸
友
、
多
係
他
出
、
不
晤
。
病
院
長
明
晨
当
再
往
訪
也
。（
中
略
）

樵
谷
翁
、
湘
香
翁
、
黙
淵
兄
乞
代
伝
言
道
謝
。
十
一
月
十
六
日
午
後
五
時

〔
今
朝
は
わ
ざ
わ
ざ
お
見
送
り
い
た
だ
き
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
私
は
午
後
三
時

に
室
蘭
に
到
着
し
、直
ち
に
紹
介
状
を
持
っ
て
、ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
ご
友
人
の
方
々

を
訪
ね
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
ご
不
在
で
、
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
院
長

先
生
は
明
朝
ま
た
訪
ね
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
樵
谷
翁
、
湘
香
翁
、
黙
淵
兄

に
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
十
一
月
十
六
日
午
後
五
時
〕

　

関
場
理
堂
資
料
書
信
1
（
関
場
理
堂
資
料
書
信
3
の
手
紙
が
入
っ
て
い
た
封
筒
の
表

と
裏
の
写
し
）に
よ
れ
ば
、「
室
蘭
創
成
旅
館
  15

」か
ら
書
き
送
っ
て
い
る
。
次
に
、

三
日
後
の
十
九
日
付
の
王
の
理
堂
宛
て
の
書
簡
（
関
場
理
堂
資
料
書
信
19
）
も
見

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

理
堂
詞
兄
大
人
閣
下
（
中
略
）
蘭
地
諸
友
、
多
有
他
出
、
幸
蘭
崖
国
手
、

極
承
愛
好
、
諸
多
周
旋
、
両
三
日
来
、
已
得
三
十
金
。（
中
略
）
蘭
港
新
開
、

人
物
既
少
、
古
蹟
亦
無
。
欲
擬
賦
詠
、
無
可
着
想
、
僅
得
八
首
而
已
。
録

請
裁
政
、
幷
希
加
評
。
付
交
大マ
マ

川
黙
淵
兄
、
附
刊
新
聞
為
託
。（
中
略
）
弟

王
治
本
頓
首　

十
一
月
十
九
日
（
後
略
）

〔
理
堂
詞
兄
大
人
閣
下
（
中
略
）
室
蘭
の
ご
友
人
の
方
々
は
大
抵
お
留
守
だ
っ
た
の

で
す
が
、
幸
い
蘭
崖
先
生
〈
医
師
〉
に
は
大
変
よ
く
し
て
い
た
だ
き
、
あ
ち
こ
ち
周

旋
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
こ
の
二
、三
日
で
三
十
円
の
実
入
り
が
あ
り
ま
し

た
。（
中
略
）
室
蘭
は
新
開
地
で
、
取
り
上
げ
る
べ
き
人
物
は
少
な
い
う
え
に
、
古

蹟
も
な
く
、
詩
を
詠
も
う
と
し
て
も
着
想
の
拠
り
所
が
な
い
た
め
、
僅
か
八
首
し
か

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
書
き
写
し
ま
す
の
で
、
ご
斧
正
、
並
び
に
ご
批
評
を
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お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
に
掲
載
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
小
川
黙
淵
兄
へ

の
お
渡
し
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
中
略
）
弟
王
治
本
頓
首　

十
一
月
十
九
日
（
後

略
）〕

　
　

　

以
上
の
文
章
の
後
に
、「
室
蘭
襍
詠
八
首
」
と
題
す
る
作
品
が
し
た
た
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
作
品
を
紹
介
す
る
前
に
、
二
三
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た

い
。
十
六
日
の
書
信
で
「
明
朝
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
い
」
と
さ
れ
た
病
院
長
と

は
、
こ
の
書
信
中
の
「
蘭
崖
国
手
」
で
あ
ろ
う
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
人
物

に
つ
い
て
は
情
報
が
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
王
が
こ
の
数
日
で
稼
い
だ
（
も
ち

ろ
ん
詩
・
書
・
画
等
の
揮
毫
で
）「
三
十
金
」（
三
十
円
）
が
当
時
ど
の
程
度
の
価
値
だ
っ

た
か
に
つ
い
て
、
参
考
と
し
て
、
明
治
三
十
九
年
に
銀
行
の
初
任
給
が
三
十
五

円
で
、
同
四
十
年
に
公
務
員
の
そ
れ
が
五
十
円
だ
っ
た
  16

と
い
う
こ
と
を
挙
げ

て
お
こ
う
。

　

さ
て
、
王
が
理
堂
に
「
裁
政
」「
加
評
」
と
北
海
タ
イ
ム
ス
社
の
小
川
黙
淵

へ
の
渡
し
を
頼
ん
だ
作
品
（『
北
海
』
文
苑
に
は
十
一
月
二
十
九
日
に
掲
載
さ
れ
る
）

は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
　

室
蘭
襍
詠
八
首

鳳
巣
山
下
港
門
開　
　

鳳
巣
山
下　

港
門　

開
け

絡
繹
  17

村
居
傍
海
隈　

絡
繹
た
る
村
居　

海
隈
に
傍
う

函
  18

島
青
洲
通
一
水　

函
島
〔
函
館
〕　

青
洲
〔
青
森
〕　

通
じ
て
一
水

漁
船
商
舶
去
還
来　
　

漁
船　

商
舶　

去
り
還
た
来
る

両
岬
崔
嵬
左
右
環　
　

両
岬　

崔
嵬
と
し
て　

左
右
に
環
り

層
々
門
戸
鎖
重
関　
　

層
々
の
門
戸　

重
関
を
鎖
す

幾
疑
隔
絶
無
来
路　
　

幾
ど　

隔
絶
し
て　

来
路　

無
か
ら
ん
か
と
疑
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
と
き

潮
送
行
舟
入
海
湾　
　

潮　

行
舟
を
送
り
て　

海
湾
に
入
ら
し
む

港
経
新
築
水
雲
寛　
　

港
は
新
築
を
経
て　

水
雲
〔
水
と
雲
が
接
す
る
景
色
〕　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
く

人
喜
喬
居
楽
土
安　
　

人　

喜
ん
で
喬
居
し　

楽
土　

安
し

為
羨
此
中
多
善
士　
　

為
に
羨
む　

此
の
中　

善
士　

多
く

儼
如
入
室
有
芝
蘭　
　

儼あ
た

か
も
室
に
入
る
に　

芝
蘭　

有
る
が
如
き
を

追
溯
荒
凉
卅
載
前　
　

荒
凉
た
る
卅
載
前
に
追
溯
す
れ
ば

漁
家
三
五
桟
橋
辺　
　

漁
家　

三
五　

桟
橋
の
辺
り

自
従
置
使
頻
開
拓　
　

使
〔
開
拓
使
〕
を
置
き　

頻
り
に
開
拓
せ
し
よ
り

新
旧
名
称
亦
変
遷　
　

新
旧
の
名
称
も　

亦　

変
遷
す

大
黒
岩
辺
夜
色
昏　
　

大
黒
岩
辺　

夜
色　

昏
く

風
狂
浪
急
勢
如
奔　
　

風　

狂
お
し
く　

浪　

急
に　

勢
い　

奔
る
が
如
し

燈
臺
好
有
明
燈
在　
　

燈
臺　

好さ
い
わ

い
に
明
燈
在
り

照
徹
崖
前
過
客
　
　

崖
前　

客
　

過
ぐ
る
を
照
徹
す
る
有
り

高
山
頂
上
八
幡
祠　
　

高
山
頂
上　

八
幡
祠

憑
仗
威
霊
鎮
海
陲　
　

威
霊
に
憑
仗
し
て　

海
陲
を
鎮
む

策
杖
登
臨
遙
一
矚　
　

杖
を
策つ

き
て
登
臨
し　

遙
か
に
一
矚
す
れ
ば

煙
波
東
去
渺
無
涯　
　

煙
波　

東
去　

渺
と
し
て　

涯　

無
し
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穹
碑
如
剣
矗
雲
霄　
　

穹
碑　
剣
の
如
く　
雲
霄
に
矗
〔
高
く
聳
え
立
つ
様
〕
に

歌
頌
使
君
公
益
饒　
　

歌
頌
す　

使
君　

公
益　

饒
か
な
る
を

相
与
幌
城
銅
像
碣　
　

幌
城
の
銅
像
碣
と
相
与
に

並
教
千
載
姓
名
標　
　

並
び
に
千
載
に
姓
名
を
標あ
ら
わ

さ
し
む

慨
昔
人
稀
物
力
単　
　

慨
く　

昔
は　

人　

稀
に　

物
力　

単う
す

く

著
名
製
産
僅
雲
丹　
　

著
名
な
る
製
産
は
僅
か
に
雲
丹
の
み

而
今
水
陸
通
輸
出　
　

而
今
は　

水
陸　

通
じ
て
輸
出
し

海
錯
山
珍
百
貨
繁　
　

海
錯
〔
海
産
物
〕　

山
珍　

百
貨　

繁
し

　

第
三
首
の
後
半
は『
孔
子
家
語
』六
本
の「
与
善
人
居
、如
入
芝
蘭
之
室
」云
々

に
基
づ
く
表
現
。
第
六
首
結
句
の
表
現
は
柳
永
の
詞
「
洞
仙
歌
」（
仙
呂
調
）
前

闋
第
三
句
の
「
渺
渺
煙
波
東
去
」
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
七
句
は
「
三
十
四
年
七
月
北
海
道
炭
礦
鉄
道
会
社
が
」、
二
十
一
年
か
ら
第

二
代
北
海
道
庁
長
官
を
務
め
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
北
海
道
の
開
拓
に
力
を

尽
く
し
た
永
山
武
四
郎
（
一
八
三
七
～
一
九
〇
四
）
の
「
徳
を
頌
し
、
室
蘭
停
車

場
前
の
広
場
に
建
設
」
し
た
「
頌
徳
剣
状
碑
」
の
こ
と
で
あ
る
  19

。

　

王
治
本
は
翌
二
十
日
に
も
、
次
の
よ
う
な
手
紙
（
関
場
理
堂
資
料
書
信
22
）
を

理
堂
に
書
き
送
っ
て
い
る
。割
注
の
部
分
は〈　

〉に
入
れ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

理
堂
詞
兄
大
人
閣
下
（
中
略
）
今
晨
接
展
手
教
又
替
証
壱
紙
。
計
金
七
円

五
十
銭
、
係
新
井マ
マ

氏
分
照
収
。
謝
々
。
百
道
翁
分
五
円
、
附
奉
手
書
一
紙
。

在
百
道
翁
額
潤
壱
円
半
、準
作
奉
贈
、其
餘
周
旋
一
枚〈
一
直
半
切
壱
円
半
、

一
画
石
弐
円
〉、
両
共
参
円
半
、
乞
代
持
此
手
書
向
取
、
使
不
致
閣
下
為

難
也
、
拝
禱
、
拝
禱
。（
中
略
）
昨
夕
拙
吟
第
一
首
有
重
字
。
一
帯
二
字
改

作
絡
繹
。
黙
淵
兄
処
亦
望
転
致
為
荷
。（
中
略
）
弟
王
治
本
頓
首　

十
一
月

二
十
日

〔
理
堂
詞
兄
大
人
閣
下
（
中
略
）
今
朝
貴
簡
及
び
為
替
証
書
を
確
か
に
拝
受
い
た
し

ま
し
た
。
計
七
円
五
十
銭
、
新
居
氏
の
分
、
過
不
足
な
く
領
収
い
た
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
百
道
翁
の
分
五
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
手
書
一
枚
を
同

封
い
た
し
ま
す
。
百
道
翁
の
額
潤
壱
円
半
は
、
私
か
ら
の
贈
与
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、そ
の
他
の
周
旋
一
枚
〔
直
半
切　

一
点　

壱
円
半
、画
石　

一
点　

弐
円
〕、

計
参
円
半
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
の
代
わ
り
に
こ
の
手
書
を
持
っ
て
請
求
に
行
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
閣
下
ご
自
身
に
は
つ
ら
く
お
感
じ
に
な
ら
な

い
で
済
む
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
伏
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
中
略
）昨
夕
の
拙
吟
の
第
一
首
に
重
字
が
あ
り
ま
し
た
。「
一
帯
」の
二
字
は「
絡
繹
」

に
改
め
ま
す
。
黙
淵
兄
の
方
へ
も
お
回
し
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。（
中
略
）
弟
王

治
本
頓
首　

十
一
月
二
十
日
〕

　

潤
筆
料
支
払
い
に
関
す
る
こ
と
が
主
な
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

湘
香
の
分
の
為
替
証
書
は
、
こ
の
書
信
に
同
封
し
て
送
ら
れ
て
き
た
。
百
道
の

未
払
い
分
に
つ
い
て
、
王
は
「
額
潤
」（
扁
額
等
の
代
金
と
い
う
こ
と
か
）
の
一
円

半
は
贈
与
と
い
う
扱
い
に
変
更
し
て
譲
歩
し
た
も
の
の
、
残
り
の
三
円
半
に
つ

い
て
は
、
理
堂
に
請
求
に
行
く
こ
と
を
頼
ん
で
い
る
（
よ
く
理
解
で
き
ぬ
ま
ま
暫

定
的
な
訳
語
を
充
て
た
個
所
に
傍
線
を
付
け
た
）。
理
堂
に
は
つ
ら
く
感
じ
な
い
で

済
む
よ
う
に
し
た
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
あ
な
た
は
手
書
を
持
参
す
る
だ
け
で

よ
く
、
直
接
百
道
に
請
求
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　

函
館

　

十
一
月
二
十
日
の
書
信
に
あ
る
通
り
、
王
治
本
は
二
十
二
日
か
二
十
三
日
に
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室
蘭
を
離
れ
た
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
が
、
函
館
に
着
い
た
後
の
彼
の
理
堂
宛
て

の
書
簡
で
、
現
在
見
ら
れ
る
最
も
早
い
も
の
は
、
次
に
挙
げ
る
十
一
月
三
十
日

付
け
の
も
の
（
関
場
理
堂
資
料
書
信
25
）
で
あ
る
。

理
堂
仁
兄
医
伯
先
生
閣
下
（
中
略
）
百
道
翁
潤
欵
、
如
未
遞
来
区
々
之
数
、

亦
無
労
催
嘱
矣
。
寓
函
六
日
、
筆
况
未
佳
、
看
明
後
土
日
曜
生
色
如
何
、

再
定
行
止
。
附
録
函
海
襍
詠
、聊
博
一
粲
。
如
有
近
作
希
為
見
示
為
荷
。（
中

略
）
弟
王
治
本
頓
首　

十
一
月
卅
日
（
後
略
）

〔
理
堂
仁
兄
医
伯
先
生
閣
下
（
中
略
）
百
道
翁
の
潤
筆
料
、
も
し
ま
だ
送
ら
れ
て
き

て
い
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
僅
か
な
額
で
す
か
ら
、
も
う
催
促
し
て
い
た
だ
く
に
は

及
び
ま
せ
ん
。
函
館
滞
在
六
日
に
な
り
ま
す
が
、
潤
筆
の
業
、
未
だ
は
か
ば
か
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
明
日
土
曜
、
明
後
日
日
曜
に
好
転
の
気
配
が
あ
る
か
否
か
を
見
た
う

え
で
、
今
後
の
こ
と
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。「
函
海
襍
詠
」
を
付
け
足
し
と
し

て
書
き
写
し
て
お
き
ま
す
。
ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。
近
作
が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
拝
読

い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。（
中
略
）
弟
王
治
本
頓
首　

十
一
月
三
十
日
（
後
略
）〕

　

以
上
の
書
信
の
中
で
王
治
本
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
が
、
書
簡
に
同
封
さ

れ
た
紙
に
は
、
右
半
分
に
「
雄
島
雑
詠
十
首
」
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
て
、
こ

ち
ら
の
方
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
。「
函
海
襍
詠
」
は
、
そ
の
同
封
紙
に
は
「
附

録
癸
未
前
游
函
海
八
景
詩
八
首
距
今
已
二
十
四
年
矣
」
と
題
し
て
し
た
た
め
ら

れ
て
お
り
、
細
か
い
字
句
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
十
六
年
の
函
館
訪
問
時
の

「
函
館
八
景
」
詩
（『
函
館
新
聞
』
十
六
年
七
月
二
十
五
日
所
載
）
と
基
本
的
に
同
じ

で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
さ
ら
に
、
三
十
九
年
十
二
月
十
八
日
の
『
北
海
』
文
苑

に
も
「
凾
海
八
景　

五
絶
八
首
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
若

干
の
字
句
の
異
同
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
こ
の
作
品
に
こ
れ
以
上
言
及
す
る
こ
と

は
し
な
い
。
当
時
の
函
館
に
お
け
る
王
治
本
の
詩
文
交
流
に
つ
い
て
述
べ
た
拙

稿
  20

を
ご
参
照
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
「
雄
島
雑
詠
十
首
」
は
十
二
月
九
日
の
『
北
海
』
文
苑
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
関
場
理
堂
資
料
書
信
25
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

異
同
に
つ
い
て
は
注
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
作
品
は
、
各
首
、
小
題
が
付

さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
を〈　

〉の
中
に
入
れ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
第
一
首「
巴

港
」
と
第
六
首
「
千
代
岱
」
は
省
き
、
そ
の
他
の
八
首
を
掲
げ
よ
う
。
末
尾
に

筆
者
が
付
し
た
①
②
等
の
番
号
は
、
何
首
目
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

渡
島
雑
詠　

十
首　
　

崚
崢
百
丈
勢
冲
天　
　

崚
崢
と
し
て　

百
丈　

勢
い
天
を
冲つ

き

相
対
駒
峯
隔
海
眠　
　

駒
峯
〔
駒
ヶ
岳
〕
と
相あ
い

対た
い

し　

海
を
隔
て
て
眠
る

豈
是
金
牛
開
蜀
道　
　

豈
に
是
れ
金
牛　

蜀
道
を
開
き

五
丁
鑿
破
白
雲
巓　
　

五
丁　

白
雲
巓
を
鑿
ち
破
る
な
ら
ん
や
〈
臥
牛
山
〉
②

北
海
芙
蓉
駒
嶽
高　
　

北
海
の
芙
蓉　

駒
嶽　

高
く

奇
峯
如
戟
亦
如
刀　
　

奇
峯　

戟
の
如
く　

亦　

刀
の
如
し

我
今
欲
向
山
霊
問　
　

我　

今　

山
霊
に
向
か
い
て
問
わ
ん
と
欲
す

底
事
煙
噴
復
怒
号　
　

底な
に

事ご
と

ぞ
煙　
噴
き　
復
た
怒
号
す
る
か
と
〈
駒
岳
〉
③

一
碧
相
連
大
小
湖　
　

一
碧　

相
連
な
る　

大
小
の
湖
〔
大
沼
と
小
沼
〕

水
天
空
濶
似
蓬
壺　
　

水
天　

空
濶
に
し
て　

蓬
壺
に
似
た
り

磨
銅
擬
鋳
凌
烟
像　
　

銅
を
磨
い
て　

鋳
ん
と
擬ほ
っ

す　

凌
烟
の
像

褒
鄂
将
軍
七
尺
軀　
　

褒
鄂
将
軍　

七
尺
の
軀
〈
大
沼
〉
④

― 37 ―



福
山
山
麓
旧
時
城　
　

福
山
山
麓　

旧
時
の
城

白
雉
巍
巍
気
象
宏　
　

白
雉
〔
白
い
城
壁
〕　

巍
巍
と
し
て　

気
象　

宏
し

今
日
櫓
門
留
一
角　
　

今
日　

櫓
門　

一
角
を
留
む

高
墉
荒
落
築
新
黌　
　

高
墉　

荒
落
し
て　

新
黌
を
築
く
〈
福
山
城
〉
⑤

誇
説
勝
区
谷
地
頭　
　

誇
っ
て
説
く　

勝
区　

谷
地
頭

公
園
風
景
四
時
幽　
　

公
園
の
風
景　

四
時　

幽
な
り

更
兼
陳
列
多
珍
品　
　

更
に
兼
ね
て
陳
列
す　

多
く
の
珍
品

任
尓
縦
観
一
  21

遊　

尓　

縦
観
し　

一
た
び

遊
す
る
に
任
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
谷
地
頭
〉
⑦

五
廓
宏
開
角
有
稜　
　

五
廓　

宏
く
開
き　

角
に
稜
有
り

当
年
形
勢
亦
堪
憑　
　

当
年
の
形
勢　

亦　

憑
る
に
堪
え
た
り

劇
憐
今
日
成
荒
塁　
　

劇
だ
憐
む　

今
日　

荒
塁
と
成
り

製
売
争
伝
六
月
氷　
　

製
売　

争
っ
て
六
月
の
氷
と
伝
う
る
を
〈
五
稜
郭
〉
⑧

館
城
地
傍
館
川
東　
　

館
城　

地
は
傍
う　

館
川
の
東

一
敗
帰
来
百
堞
空　
　

一
敗　

帰
り
来
れ
ば　

百
堞　

空
し

回
首
星
霜
三
十
載　
　

首こ
う
べ

を
回め
ぐ

ら
せ
ば　

星
霜　

三
十
載

只
餘
牧
笛
弄
西
風　
　

只
だ
餘
す　

牧
笛　

西
風
を
弄か

な

ず
る
を
〈
館
城
址
〉
⑨

褒
䘏
貞
魂
百
尺
碑　
　

貞
魂
を
褒
䘏
す
る　

百
尺
〔
約
六
ｍ
〕
の
碑

縦
然
抗
命
亦
堪
悲　
　

縦た
と

然い

命
に
抗
え
る
な
ら
ん
と
も　

亦　

悲
し
む
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堪
え
た
り

一
腔
碧
血
終
成
恨　
　

一
腔
の
碧
血　

終
に
恨
み
と
成
る

説
与
臥
牛
未
  22

必
知　

臥
牛
に
説と
き

与き
か

せ
ん
も
未
だ
必
ず
し
も
知
ら
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
碧
血
碑
〉
⑩

　

②
の
転
句
は
、
李
白
の
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
」
其
八
に
「
秦　

蜀
道
を
開
き　

金
牛
を
置
く
」
と
あ
る
の
な
ど
に
関
連
さ
せ
て
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
だ
ろ

う
。
結
句
の
「
五
丁
」
は
揚
雄
の
『
蜀
王
本
紀
』（『
藝
文
類
聚
』
巻
七
所
引
）
で

天
が
蜀
王
の
た
め
に
生
ま
れ
さ
せ
た
と
い
う
五
人
の
力
士
の
こ
と
。

　

④
の
結
句
の
「
褒
鄂
将
軍
」
は
、
唐
の
開
国
の
名
将
―
褒
国
公
段
志
玄
と
鄂

国
公
尉
遅
敬
徳
の
併
称
。
一
首
は
こ
れ
ら
を
日
露
戦
争
で
功
績
の
あ
っ
た
大
山

巖
元
帥
と
東
郷
平
八
郎
大
将
の
比
喩
と
し
て
使
い
、
三
メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
の

彼
ら
の
銅
像
が
建
設
中
で
あ
る
こ
と
を
結
句
で
表
現
し
て
い
る
。

　

⑤
で
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
福
山
城
の
本
丸
表
御
殿
玄
関
。
本
丸
御
門
、
天
守

と
と
も
に
残
存
し
て
い
た
旧
表
御
殿
は
、
明
治
八
年
開
校
の
松
城
小
学
校
校
舎

と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
三
十
三
年
の
新
校
舎
建
設
に
伴
い
取
り
壊
さ
れ
た
。

し
か
し
、
玄
関
だ
け
は
新
校
舎
に
取
り
付
け
ら
れ
、
引
き
続
き
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

⑧
の
結
句
は
、
天
然
氷
の
製
造
・
採
取
と
販
売
を
手
掛
け
て
い
た
中
川
嘉
兵

衛
が
明
治
二
年
に
渡
道
、
五
稜
郭
の
堀
に
で
き
る
氷
に
着
目
し
、
翌
年
に
は
製

氷
場
を
設
け
て
生
産
・
販
売
を
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
函
館
氷
」
  23

の
こ
と
を
詠

み
込
ん
で
い
る
。

　

⑨
で
詠
ま
れ
て
い
る
「
館
城
」
と
は
、
明
治
元
年
、
箱
館
戦
争
の
直
前
に
松

前
藩
に
よ
り
渡
島
国
檜
山
郡
の
館
（
現
厚
沢
部
町
）
に
建
造
さ
れ
た
城
。
完
成
直

後
に
、
旧
幕
府
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
落
城
し
た
。

　

⑩
で
詠
ま
れ
て
い
る
「
碧
血
碑
」
は
八
年
に
函
館
山
（
臥
牛
山
）
に
建
立
さ

れ
た
戊
辰
戦
争
、
特
に
箱
館
戦
争
に
お
け
る
旧
幕
府
軍
の
戦
死
者
を
記
念
す
る
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慰
霊
碑
の
こ
と
。

　

二
日
後
の
十
二
月
二
日
に
も
王
治
本
は
理
堂
宛
て
に
葉
書
（
関
場
理
堂
資
料
書

信
４
  24

）
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
そ
の
葉
書
の
文
面
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。（

前
略
）
今
晨
接
到
善
教
幷
附
替
証
金
五
円
収
領
。
諸
労
清
神
、不
勝
銘
佩
。

晤
百
道
翁
、
希
為
致
謝
。
乃
荷
寓
函
六
七
日
、
所
得
僅
一
月マ
マ

之
数
、
擬

一
二
日
後
即
出
発
由
青
森
返
横
矣
。（
後
略
）

〔（
前
略
）
今
朝
貴
簡
、
並
び
に
為
替
証
書
五
円
分
を
領
収
い
た
し
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
と
お
心
遣
い
を
い
た
だ
き
、こ
の
ご
恩
は
忘
れ
ま
せ
ん
。百
道
翁
に
お
会
い
に
な
っ

た
折
は
、
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
函
館
滞
在
六
、七
日
に
な
り
ま
す
が
、
実

入
り
は
僅
か
に
（
普
段
の
）
一
日
分
程
度
で
す
。
一
両
日
の
後
に
は
出
発
し
、
青
森

を
経
て
横
浜
に
帰
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。（
後
略
）〕

　　

百
道
翁
、
い
っ
た
ん
免
除
し
て
も
ら
っ
た
分
も
含
め
、
潤
筆
料
の
全
額
を
支

払
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
一
月
」
の
「
月
」
は
「
日
」
の
誤
り
だ
ろ
う
。

　
　

お
わ
り
に

　

十
二
月
六
日
に
横
浜
に
帰
着
し
た
王
治
本
は
、
次
の
よ
う
な
手
紙
（
関
場
理

堂
資
料
書
信
16
）
を
理
堂
に
書
き
送
っ
た
。

理
堂
仁
兄
医
伯
大
人
閣
下
（
中
略
）
四
夕
発
函
渡
森
、
翌
早
登
車
、
六
日

午
前
返
横
。（
中
略
）
迩
日
探
訪
東
友
、
稍
作
勾
留
、
擬
二
十
左
右
、
起
程

回
国
、
俟
明
春
三
、四
月
再
作
東
行
。
弟
係
久
慣
遠
游
、
不
甘
家
食
、
浮

家
泛
舟
、
願
与
鷗
鷺
為
盟
、
不
知
老
之
将
至
云
尓
。（
中
略
）
弟
王
治
本　

十
二
月
十
一
日

〔
理
堂
仁
兄
医
伯
大
人
閣
下
（
中
略
）
四
日
の
夕
刻
、
函
館
を
発
っ
て
青
森
に
渡
り
、

翌
朝
汽
車
に
乗
っ
て
、
六
日
の
午
前
中
に
横
浜
に
帰
着
し
ま
し
た
。（
中
略
）
近
日

中
に
東
京
の
友
人
た
ち
を
訪
ね
、
し
ば
ら
く
こ
ち
ら
に
逗
留
し
た
う
え
で
、
二
十
日

ご
ろ
帰
国
の
途
に
就
き
、
明
春
三
月
か
四
月
に
ま
た
日
本
に
戻
っ
て
こ
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
は
長
ら
く
旅
を
習
い
と
し
、
家
に
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
質
で
、

浮
舟
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
つ
つ
、
世
俗
を
離
れ
た
文
雅
な
交
わ
り
を
続
け
た
い
と

願
い
、
老
い
が
だ
ん
だ
ん
と
迫
っ
て
来
て
い
る
の
も
忘
れ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
弟

王
治
本　

十
二
月
十
一
日
〕

　

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
心
算
よ
り
少
し
遅
れ
、
翌
四
十
年
の
六
月
に
王
治
本
は

古
里
浙
江
省
慈
渓
の
友
人
、
阮
丙
炎
を
連
れ
て
横
浜
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
れ
以

後
は
、永
井
禾
原
（
一
八
五
二
～
一
九
一
三
）
の
周
旋
に
よ
っ
て
『
東
京
日
日
新
聞
』

文
苑
の
評
者
を
担
当
し
つ
つ
、
日
本
に
お
け
る
最
後
の
長
期
旅
行
と
な
る
備
前

か
ら
安
芸
に
か
け
て
の
漫
遊
を
終
え
た
後
、
年
末
に
横
浜
に
戻
り
、
間
も
な
く

ま
た
古
里
に
帰
っ
た
半
年
後
の
四
十
一
年
六
月
（
清
暦
で
は
光
緒
三
十
四
年
五
月
）

に
そ
の
七
十
四
年
の
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
  25

。

　
　
　

注

１　

こ
の
作
品
は
関
場
理
堂
資
料
81
に
も
見
え
る
（
全
首
を
統
括
す
る
題
は
記
さ
れ
て
い

な
い
）。
異
同
は
次
の
通
り
。
第
二
首
の
題
を
「
贈
理
堂
国
手
」
に
作
る
。
第
二
首
第

六
句
の
後
に
「
咄
嗟
与
叱
咄
同
猶
言
呼
吸
之
間
」
と
の
識
語
が
あ
る
。
第
三
首
第
七
句

の
末
字
を
「
話
」
に
作
る
。

２　

こ
の
一
字
、
判
読
し
が
た
い
が
、「
楼
」
と
推
定
さ
れ
る
。

３　

第
三
首
も
王
治
本
に
直
接
か
か
わ
る
内
容
で
は
な
い
の
で
、
取
り
上
げ
な
い
。
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４　
「
鮑
」
は
南
朝
の
鮑
照
に
相
違
あ
る
ま
い
。「
謝
」
は
謝
朓
か
謝
霊
雲
の
い
ず
れ
か
と

思
わ
れ
る
。

５　
『
北
海
』
十
一
月
三
十
日
「
正
誤
」
に
よ
り
、「
音
」
を
「
意
」
に
改
め
た
。

６　
『
北
海
』
十
二
月
一
日
「
正
誤
」
に
よ
り
、「
利
」
を
「
別
」
に
改
め
た
。
ま
た
、
こ

の
作
品
は
関
場
理
堂
資
料
81
⑦
に
も
見
え
、
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。
第
二
首
第
三

句
の
「
過
」
を
「
遠
」
に
、第
四
句
の
「
游
」
を
「
遊
」
に
、第
七
句
の
「
雲
」
を
「
雪
」

に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
第
七
句
は
「
雪
」
の
方
が
意
味
が
通
り
や
す
い
。

７　

こ
の
作
品
は
関
場
理
堂
資
料
47
に
も
見
え
る
。

８　

厳
維
の
五
律
「
詠
孩
子
」
に
「
嘉
客
会
初
筵
、
宜
時
魄
再
円
。
衆
皆
含
笑
戯
、
誰
不

点
頤
憐
。
…
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
六
三
）
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

９　

本
詩
は
関
場
理
堂
資
料
81
に
も
見
え
、
そ
こ
で
は
末
句
を
「
街
蘆
過
埜
洲
」
に
作
る
。

10　

こ
の
作
品
は
関
場
理
堂
資
料
47
に
も
見
え
る
。

11　

こ
の
作
品
は
関
場
理
堂
資
料
47
に
も
見
え
る
。

12　
「
怒
猊
」
は
怒
っ
た
獅
子
で
、
筆
勢
の
力
強
い
こ
と
の
形
容
。

13　

東
北
帝
国
大
学
編
『
自
大
正
七
年
至
大
正
八
年　

東
北
帝
国
大
学
理
科
大
学
医
科
大

学
一
覧
』
三
五
五
頁
。

14　

十
一
月
十
日
の
『
北
海
』
雑
報
に
「
王
漆
園
氏
出
発
期
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
記

事
が
載
っ
て
い
る
。―「
過
般
来
当
区
山
形
屋
に
淹
留
し
て
書
画
揮
毫
の
需
に
応
じ
つ
ゝ

あ
り
し
清
国
儒
士
漆
園
王
治
本
氏
は
来
十
二
日
頃
当
地
出
発
室
蘭
に
赴
き
同
地
に
数
日

間
滞
在
夫
よ
り
函
館
を
経
て
帰
京
せ
ら
る
ゝ
由
同
氏
の
詩
を
善
し
書
に
工
み
な
る
こ
と

は
夙
に
世
人
の
嘆
賞
措
か
ざ
る
所
幸
ひ
今
回
の
来
札
を
機
と
し
希
望
者
は
氏
の
健
筆
を

依
嘱
す
る
も
可
な
る
べ
し
」。

15　

創
成
旅
館
は
創
成
館
と
も
い
い
、
室
蘭
市
の
札
幌
通
り
の
要
の
位
置
に
あ
っ
た
。
室

蘭
開
拓
使
の
中
で
最
も
熱
心
に
事
業
や
学
問
に
当
た
り
、
ま
た
道
内
を
代
表
す
る
自
由

民
権
運
動
家
と
し
て
名
を
残
す
本
田
新
が
経
営
し
て
い
た
旅
館
で
あ
る
。

16　

週
刊
朝
日
編
『
値
段
史
年
表　

明
治
・
大
正
・
昭
和
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
）

五
十
一
、六
十
七
頁
。

17　

こ
の
二
字
は
も
と
「
一
帯
」
に
作
る
が
、
翌
十
一
月
二
十
日
付
の
書
簡
（
後
掲
）
に

見
え
る
「
昨
夕
拙
吟
第
一
首
有
重
字
、
一
帯
二
字
改
作
絡
繹
」
と
の
記
載
に
よ
り
、
改

め
た
。

18　
「
函
」
は
『
北
海
』
十
一
月
二
十
九
日
文
苑
で
は
「
画
」
に
作
る
。

19　

室
蘭
に
永
山
の
頌
徳
碑
が
建
て
ら
れ
た
わ
け
は
、
北
海
道
炭
礦
鉄
道
会
社
が
「
室
蘭

鉄
道
延
長
海
港
修
築
之
事
」
を
官
に
請
う
た
時
、
そ
の
こ
ろ
は
同
庁
長
官
を
退
任
し
専

ら
兵
務
を
専
管
し
て
い
た
永
山
の
少
な
か
ら
ざ
る
斡
旋
に
よ
り
、
官
許
が
得
ら
れ
た

と
い
う
点
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
、
和
田
綱
紀
『
北
海
乃
恩
波
』（
三
才
閣
、

三
十
六
年
）
四
十
八
、四
十
九
頁
の
記
載
に
よ
る
。

20　

拙
稿
「
函
館
に
お
け
る
王
治
本
の
詩
文
交
流
」（
本
誌
第
八
十
四
号
、
二
〇
一
八
年
）

三
十
六
～
三
十
七
頁
。

21　
「

」
は
『
北
海
』
十
二
月
九
日
文
苑
に
「
快
」
に
作
る
。「
快
」
の
方
が
意
味
が
通

じ
や
す
い
。

22　
「
未
」
は
『
北
海
』
十
二
月
九
日
文
苑
に
「
木
」
に
作
る
。

23　

北
海
道
『
新
北
海
道
史
』
巻
三
通
説
二
（
北
海
道
、
一
九
七
一
年
）
五
七
七
頁
等
。

24　

関
場
理
堂
資
料
書
信
4
は
葉
書
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

別
に
関
場
理
堂
資
料
書
信
2
と
し
て
「
札
幌
大
通
西
四
丁
六
番
地
／
関
場
不
二
彦
先
生

／
函
館

旅
屋
／
王

園
手
泐
／
十
二
月
二
日
午
後
／
四
時
発
」
と
表
書
き
さ
れ
、「
館

函
／39.12.2

／
？
」（
横
組
み
三
段
。
下
段
は
判
読
不
能
。
上
段
の
「
館
函
」
も
か
な

り
不
鮮
明
で
は
あ
る
）
と
い
う
ス
タ
ン
プ
の
押
さ
れ
た
葉
書
が
あ
り
、
記
載
さ
れ
て
い

る
状
況
か
ら
し
て
、関
場
理
堂
資
料
書
信
4
は
こ
の
葉
書
の
裏
面
で
あ
る
と
推
定
し
た
。

25　

王
が
阮
を
伴
い
横
浜
に
戻
っ
て
来
た
こ
と
、
及
び
王
の
逝
去
に
関
し
て
は
拙
稿
「
矢

土
氏
澹
園
を
訪
れ
た
清
国
文
人
―
王
治
本
と
阮
丙
炎
―
」（『
書
論
』
第
四
十
四
号
、
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二
〇
一
八
年
）
に
や
や
詳
し
く
述
べ
た
。
四
十
年
の
王
の
備
前
か
ら
安
芸
に
か
け
て
の

漫
遊
の
一
部
に
つ
い
て
も
一
応
拙
稿
「
王
治
本
の
藝
備
訪
問
お
よ
び
地
元
文
人
と
の
文

藝
交
流
」（
本
誌
第
七
十
六
号
、
二
〇
一
二
年
）
に
述
べ
た
が
、
そ
の
後
、
相
当
数
の

資
料
が
得
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
に
基
づ
き
増
訂
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
し
ば
た
・
き
よ
つ
ぐ　

本
学
名
誉
教
授
）
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